




























とが可能な方法を開発しました。これらの結果、それまで 2 !% "%2%に乗っていると
思われたエラーが格段に減少し、より精度良く磁場ベクトルの各成分の大きさが算出できる
ようになってきました 
下の図は、磁場ベクトルの各成分の算出結果の例。これらの結果は
日本天文学会秋季年会 
於姫路市やワークショップ「偏光による太陽プラズマ診断」
於国
立天文台三鷹などにおいても発表を行なってきています。そして、これらの成果を発揮す
べく、今年度も 月から 月に掛けて国立天文台乗鞍コロナ観測所との磁場偏光協同観測を
実施しました。この協同観測の目的や得られたデータについてのレポートは、
節の『飛
騨・乗鞍協同観測』のページを御参照下さい。 　　　　
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